
読むときは「干」を使う。
【予】別字だが「豫」と通じる。太宰治は「豫感」と書いてい
る。中国簡体では「予」と「豫」を統合していない。

【乞】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「气」と
同字とする字書と別字とする字書があるが、本書では別字と
した。
【也】説文に2種があり、片方は「秦刻石」となっている。
【亂（乱）】「乱」は干禄字書と康煕字典に「亂」の俗字として

掲載。日本では上代以降「亂」と「乱」の両方が使われるが、
江戸時代にになると「乱」が多く使われ、繁体の「亂」の使
用例がみつからない。文部省活字は「亂」。太宰治も「乱」を
書き、「亂」は書いていない。
【乾】中国簡体では、qianと読むときは「乾」を使い、ganと

ヨ
あずかる
あずける
あたえる
あらかじめ
われ教 3常①

予

リョウ
おえる
おわる
さとる

常①

了

カン
ケン
かわく
かわかす
いぬい常①

乾

ニュウ
ちち
ち

教 6常①

乳

②

亂

ラン
みだ
みだす
ロン
みだりに　教 6常①

乱

ヤ
なり
や

人①

也

キツ
コツ
こう
こい

常①

乞

ク
キュウ
ここの
ここのつ

教 1常①

九
元暦萬葉①

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑦

節用

節用

庭訓往来

乙 1

乙 2

坊っちやん

こころ 干禄〈俗〉

九
中・台・香

乞
中・台・香

甲骨 大盂鼎 睡虎地秦簡 説文・九部

説文不録

馬王堆

敦煌漢簡

楼蘭漢簡

乙瑛碑

張景造土牛碑

武氏祠画像題字

澄清堂帖 集字聖教序

乞仮帖

楊大眼造像

元欽墓誌

蘇慈墓誌

孔子廟堂碑

干禄字書

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

琱玉集

亂

亂

元暦萬葉①

元暦萬葉②

元暦萬葉⑫

元暦萬葉①

元暦萬葉⑩

益田本白詩

節用

節用

節用

節用

乙 2

古文

乙 6〈俗〉

乙 12

乙 7

乙 10

古文

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

乱
中国

×

干禄〈俗〉 台湾

香港

干禄〈俗〉

干禄字書

干禄〈通〉

也
中・台・香

乳
中・台・香

干禄〈俗〉

干
中・台・香

乾
中・台・香

甲骨

金文 睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・乀部

説文・秦刻石

説文・乙部

説文・乚部 段注・乚部

説文・乙部

説文籀文

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

武威医簡

武威医簡

曹全碑

馬王堆

馬王堆

曹全碑

樊興碑

曹全碑

十七帖

王献之

集字聖教序

争乱帖

集字聖教序

高貞碑

鄭羲下碑

爨龍顔碑

張猛龍碑

魏霊蔵造像

九成宮

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

五経・序

五経・序

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

光明皇后楽毅論

王勃詩序

王勃詩序

法華義疏九経・雑辨部

関戸本朗詠 節用 亅 1 坊っちやん

了
中・台・香説文・了部 書譜 五経・序 琱玉集

藤原定家 宝抓取 亅 3

九経・雑辨部〈隷省〉

予
中・台・香甲骨 説文・予部

居延漢簡

熹平石経 元珍墓誌 皇甫誕碑 九経・雑辨部〈説文〉 伝空海急就章

干禄・序

12 13

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【乙】九
1
乞
2
也
2
乱
6
乳
7
乾
10
【亅】了

1
予
3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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ない。下から2本目の横線が漢代までは右に出ているが、南
北朝以降は出なくなる。九経字様、康煕字典など正字では出
る。弘道軒も漱石も太宰も出ていない。漱石はほとんど草書
を書くが、まれに楷書・行書の字体を書く。
【井】点が付く字体がある。「刑」の初文が「井」なので字体の

衝突を避けるために「井戸」の「井」の方に点をつけて「丼」
にしたともいう。
【云】もともとは「雲」の古文だが「いう」の意味に使われる
ようになったため、後に「雨」を加えて「雲」ができたとい
う。「言」の省略体の「云」と字体が衝突する。

【豫】説文の大徐本と段注本の古文の字体が異なる。段注本の
古文と康煕字典の古文の字体が合致する。
【争】大徐本と段注本の字体が異なる。「爭」が正（統）字体と
されているが、行書や楷書では「争」「爭」両方が書かれてい
る。横線が右に出るものと出ないものがある。漱石も太宰も

横線を右に出していない。上部の「爪」を「日」に誤る字が
ある。睡虎地秦簡の上部も「日」のように見えるが、傾いて
いるから「爪」なのだろう。
【事】説文の大徐本と段注本の古文の字体が異なる。「亊」と
「事」の差は「口」が点々に略されるだけで大きな問題では

豫

争
爭

事
亊

二

井

云
雲

ヨ
あらかじめ

ソウ
あらそう

ジ
ズ
こと
つかえる

ニ
ふた
ふたつ

セイ
ショウ
い

ウン
いう

ウン
くも

②

教 4常①

人②

教 3常①

教 1常①

教 4常①

人①

学 2常①

近衛本朗詠

元暦萬葉⑩

節用 爪 4 坊っちやん 明治の漢字 干禄〈通〉

争
中・台・香甲骨

郭店楚簡

睡虎地秦簡 説文・ 部

段注・ 部

銀雀山竹簡 石門頌

書譜禮器碑婁寿碑

居延漢簡 欧陽詢史事帖 元彦墓誌 孟法師碑 干禄字書 琱玉集

聾瞽指歸

元暦萬葉②

元暦萬葉⑥

元暦萬葉②

元暦萬葉①

元暦萬葉①

庭訓往来

節用

節用

本願念仏利益章

古文

亅 7

二 0

二 2

二 2

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

節用の「言」

事
中・台・香

二
中・台・香

井
中・台・香

云
中国・台湾

云
香港

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

大盂鼎

大盂鼎

郭店楚簡

大克鼎 睡虎地秦簡

大盂鼎

金文

郭店楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

段注・史部説文・史部

段注古文説文古文

睡虎地秦簡

説文・二部

説文古文

説文・井部

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡 居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

曹全碑

曹全碑

張遷碑

十七帖

書譜

十七帖

興福寺断碑

興福寺断碑

蘭亭序

爨龍顔碑

魏霊蔵造像

敬史君碑皇甫驎墓誌

論経書詩

楊大眼造像

孔子廟堂碑

孔子廟堂碑

九成宮

九成宮

孔子廟堂碑

五経・序

九経字様

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉① 駿台雑話 豕 9

古文

こころ 教科書

豫
中国

豫
台湾・香港

包山楚簡 段注・象部説文・象部

段注古文説文古文 敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

曹全碑 孫過庭千字文 欧陽詢千字文 鄭羲下碑 聖武天皇雑集

甲骨

郭店楚簡

元暦萬葉 1

節用 雨 4 坊っちやん

坊っちやん

甲骨

睡虎地秦簡 説文古文

説文古文

説文・雲部

居延漢簡

武威漢簡

西狭頌

曹全碑

十七帖 集字聖教序

始平公造像

論経書詩 九成宮

孔子廟堂碑

王勃詩序

14 15

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亅】争
5
事
7
【二】二

0
井
2
云
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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を打った字を〈訛〉としている。
【亙／亘】「亙」の字体が不可思議。中国簡体では「亘」に統
合されている。陸軍幼年学校用字便覧では「本来は別字」と
する。
【些】説文解字の大徐本で新しく加えられた字で、段注本には

ない。【五】草書の筆順と行書の筆順は異なる。草書は頻繁に書か
れ、江戸では最終画が右に伸びる。江戸期以降、楷書、行書
では一画目が略されることがある。なぜ略すのかは不明。日
本相撲協会の五月場所のチラシの相撲字も「五」の一画目を
略している。ちなみに橘流寄席文字は一画目を略さない。

【互】説文や九経字様では竹部にあり、「たけかんむり」がな
い字体は或体。干禄字書では「氐」の字体を〈正〉としてい
る。「低」に旁を「互」とする異体字があるが干禄字書の影
響かもしれない。九経字様では「たけかんむり」がある字を
〈説文〉、「たけかんむり」がない「互」を〈隷省〉、「牙」に点

五

互
䇘

亙
㮓

亘

亜
亞

些
亡

ゴ
いつ
いつつ

ゴ
たがい

コウ
わたり
わたる

わたり

ア
つぐ

サ
シャ
いささか

ボウ
モウ
ない
なくなる
にげる

ほろびる
ほろぶ

教 1常①

常①

人①

人①

常①

人②

人①

教 6常①

侯馬盟書 元暦萬葉①

元暦萬葉⑨

節用 江戸・農家調宝記嗣編二 2 坊っちやん

庭訓往来

五
中・台・香甲骨

史頌𣪘 包山楚簡 睡虎地秦簡

説文・五部

説文古文

瑯邪台刻石 馬王堆

居延漢簡

開通褒斜道刻石

西狹頌

十七帖 集字聖教序 張猛龍碑

鄭羲下碑

虞世南破邪論序

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

節用

甲骨 金文 包山楚簡

説文或体

九経・竹〈隷省〉

東寺三宝絵詞 書札重宝記 二 2 坊っちやん

互
中・台・香干禄〈通〉

九経〈訛〉

説文・竹部 書譜 金剛明経巻二 泉男生墓誌

九経・竹〈説文〉

干禄字書 王勃詩序

二 4 陸軍

亘
中・台・香甲骨 金文 包山楚簡 説文・木部

説文古文

節用 二 4

本字

陸軍

亘
中・台・香甲骨

甲骨

説文・二部 馬王堆

武威漢簡

晋祠銘 法華経方便品 劉元超墓誌 王勃詩序

墨流本朗詠

恩命帖

節用

開化往来

二 6 坊っちやん 明治の漢字

陸軍

×

亚
中国

亞
台湾・香港

明・張瑞図甲骨

甲骨 郭店楚簡 郭店楚簡

金文 金文

金文

説文・亞部

新附・此部

馬王堆

馬王堆

尹宙碑 暉福寺碑 孔子廟堂碑 道澄寺鐘銘

粘葉本朗詠 節用 亠 1 坊っちやん 陸軍 ○

亡
中国

亡
台湾・香港

五経・序

九経・雑辨部〈隷省〉 陸軍〈本字〉

甲骨

甲骨

何尊

金文

侯馬盟書

睡虎地秦簡 戦国・包山楚簡

説文・亾部 居延漢簡

居延漢簡

曹全碑

禮器碑

智永千字文 枯樹賦 牛闕造像記

鄭長猷造像

孔子廟堂碑（覆）

孟法師碑

九経・雑辨部〈説文〉 王勃詩序

王勃詩序

節用 二 5 坊っちやん

些
中・台・香

16 17

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【二】五
2
互
2
亙
4
亘
4
亜
5
些
5
【亠】亡

1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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が、説文では「口」になる。これは「高・髙」と同様だ。南
北朝以降は梯子に戻り、干禄字書も梯子だ。その字体が日本
に伝わる。江戸になるとまた「口」になる。

【亥】説文の大徐本と段注本で古文の字体が異なる。
【交】九成宮では「亠」の下に「夂」を書く。江戸では「亠」
の下に「火」を書く字体あり。漱石は複数の字体を書く。
【亦】魏霊蔵造像記と聖武天皇雑集（下）は「亠」を「ク」の形
に書くが、これは虚画の左払いを実画として書いたものか。

康煕字典の古文の字体は古代の例に見えない。
【亨／享】「亨」と「享」は、元は「亯」の字体だったものが
後に使い分けが生じ、字体が分かれたらしい。後藤朝太郎
『教育上より見たる明治の漢字』には「亨」の許容字として
「享」を掲載している。字の上部は古代はやぐら（梯子）なのだ

交

亦

亨
亯

享
亯

コウ
かう
かわす
まざる
まじえる

まじる
まじわる
まぜる
こもごも

エキ
また

キョウ
コウ
とおる

キョウ
うける
あたる

教 2常①

人①

人①

常①

ガイ
い

人①

亥
元暦萬葉① 節用 亠 4

亥
中国・台湾

亥
香港

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷金文

金文

金文

令方彝 睡虎地秦簡

金文

包山楚簡

包山楚簡

説文・亥部

説文古文

段注古文

居延漢簡 熹平石経

曹全碑

元顕儁墓誌 九成宮

雁塔聖教序

九経・二部〈説文〉

九経・二部〈隷省〉

琱玉集

交
中国・台湾

交
香港

元暦萬葉⑲ 節用

農家用文章

亠 4 坊っちやん

坊っちやん

甲骨 金文

郭店楚簡

睡虎地秦簡 説文・交部 馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

尹宙碑

書譜 集字聖教序 張猛龍碑 九成宮

孟法師碑

五経・序 王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉④

元暦萬葉⑦

節用 亠 4

古文

坊っちやん

亦
中国・台湾

亦
香港

甲骨 毛公鼎 睡虎地秦簡 説文・亦部 馬王堆

銀雀山竹簡

西嶽華山廟碑

西狭頌

十七帖

集字聖教序

蘭亭序 鄭羲下碑

魏霊蔵造像

孔子廟堂碑

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

後伏見天皇 節用 亠 5

古文

古文

明治の漢字

亨
中国・台湾

亨
香港

亨
香港

甲骨

甲骨

令𣪘

金文

説文・亯部

説文・亯部

説文篆文

説文篆文

西嶽華山廟碑

熹平石経

景福殿賦 集字聖教序

晋祠銘

爨宝子碑

爨龍顔碑

孔子廟堂碑

道因法師碑

干禄字書

九経・囗部

王勃詩序

古文

睡虎地秦簡

包山楚簡

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡 張遷碑

禮器碑

景福殿賦 聖武天皇雑集

藤原朝隆 宝抓取 亠 6

享
中国・台湾

馬王堆

史晨後碑 賀知章孝経 孟敬訓墓誌 九成宮 干禄字書 威奈大村墓誌

18 19

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】亥
4
交
4
亦
4
亨
5
享
6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【介】江戸では節用の字体が一般的。弘道軒はそれを採用。
【今】大陸中国、台湾、香港の明朝体の字体が異なる。将棋駒
の「歩」の裏側は「と」ではなく、「金（キン・コン）」と音が
同じ「今（キン・コン）」の草書を宛てたものだという。（増川
2000）

【京・亰】前漢以降、「口」を書かずに「日」を書く。江戸干
禄は「亰」を〈通〉とし、九経字様は〈訛〉とする。江戸以
降、「口」を書くのは干禄字書や康煕字典の出版による影響
か。康煕字典では「亰」は「原」の俗字とする。
【亭】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加

された。漱石は「口」、「はしご」、「草書」の3体を書いてい
る。
【亮】説文逸字。甘谷漢簡、楊貴氏墓誌、文部省活字の足が
「几」の形。五車韻府、美華書館、築地二号の活字もこの字
体。

京
亰

亭

亮
人
介

仇

今

キョウ
ケイ
みやこ

テイ
あずまや

リョウ
あきらか

ジン
ニン
ひと

カイ
すけ
たすける

キュウ
あだ
かたぎ

コン
キン
いま

教 2常①

②

常①

人①

教 1常①

常①

①

教 2常①

粘葉本朗詠

三体白詩

開化往来

算法地方大成

書札節用

節用

亠 6

原の〈俗〉亠 7

亠 7

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

明治の漢字

節用

京
中国・台湾

京
香港

干禄〈通〉

九経〈訛〉

亭
中国・台湾

亭
香港

甲骨

甲骨

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・京部

説文・高部

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

張遷碑

禮器碑

曹全碑

十七帖

居延漢簡

智永千字文

興福寺断碑

蘭亭序

張猛龍碑

元𥇍墓誌

九成宮

皇甫誕碑

干禄字書

九経・口部

王勃詩序

王勃詩序

関戸本朗詠 節用 亠 7

亮
中国

亮
台湾

亮
香港説文不録 甘谷漢簡 禮器碑陰 祝允明 牛闕造像記 皇甫誕碑 楊貴氏墓誌

元暦萬葉① 節用 人 0 坊っちやん

人
中・台・香甲骨 大盂鼎 睡虎地秦簡 戦国・郭店楚簡説文・人部 居延漢簡 乙瑛碑 十七帖 集字聖教序 孫秋生造像 孔子廟堂碑 干禄字書 王勃詩序

元暦萬葉⑰ 礼容筆粋

節用

人 2 坊っちやん 國定教科書

介
中・台・香甲骨 金文 睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

説文・八部 居延漢簡

敦煌漢簡

小子残碑

熹平石経

弔比干墓文

李媛華墓誌

九成宮

李思訓碑

干禄字書 王勃詩序

元暦萬葉②

節用

節用

人 2

人 2 坊っちやん 國定教科書

伊賀越敵討

仇
中・台・香

今
中国

今
台湾

今
香港

甲骨

甲骨

大盂鼎 睡虎地秦簡

郭店楚簡毛公鼎

説文・人部

説文・亼部

馬王堆

居延漢簡

西狭頌

西嶽華山廟碑 十七帖 蘭亭序

楊大眼造像

敬史君碑

張猛龍碑

春秋穀梁伝集解

九成宮 五経・ 部

聖武天皇雑集

王勃詩序

20 21

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】京
6
亭
7
亮
7
【人】介

2
仇
2
今
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


